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主 な 記 事 
申告受付内容は異なります 2面 
ごみの分別方法を変更 2面 
変わります国民年金 2面 
3月9日に史跡探訪 3面 
一休さんの地名表示プレート 4面 
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男  28，445人（-15） 
平成14年2月1日現在（　）は前月との比較 

市の人口 市の人口 

女  29，087人（-4） 
合計  57，532人（-19） 

世帯数  20，791世帯（±0） 

古紙配合率100％再生紙を
使用しています

新
し
い
駅
舎
が
完
成

新
し
い
駅
舎
が
完
成 

新
し
い
駅
舎
が
完
成 

正しい理解と認識を 正しい理解と認識を 

西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
）
に
よ
り
行
わ

れ
て
い
た
京
田
辺
駅
の
新
駅
舎

建
設
工
事
と
、
同
駅
周
辺
で
歩

行
者
の
安
全
を
確
保
し
よ
う
と

市
が
整
備
を
進
め
て
い
た
駅
の

東
西
を
結
ぶ
自
由
通
路
が
そ
れ

ぞ
れ
完
成
し
、
一
部
を
除
い
て

２
月
２
日
か
ら
使
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

新
し
い
駅
舎
は
自
由
通
路
上

に
設
置
さ
れ
た
橋
上
駅
で
、
み

ど
り
の
窓
口
も
開
設
さ
れ
便
利

な
駅
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。
自
由
通
路
の
東
西
出
入
口

に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し

（
東
西
出
入
口
の
北
側
階
段
お

よ
び
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
３
月
２３

日
�
か
ら
使
え
ま
す
）、
バ
ス

停
や
駅
前
の
大
型
店
舗
に
つ
な

が
る
連
絡
通
路
も
で
き
ま
し

た
。な

お
、
京
田
辺
駅
周
辺
は
引

き
続
き
駅
前
広
場
な
ど
の
工
事

が
行
わ
れ
て
お
り
、
市
民
の
み

な
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

テープカットで新駅舎の完成を祝うみなさん
（京田辺駅改札口前）

2月2日から通行できるようになった京田辺駅の東西を結ぶ自由通路

府
南
部
１７
市
町
村
で
組
織
す

る
山
城
人
権
啓
発
協
議
会
（
会

長
＝
久
村
哲
京
田
辺
市
長
）
は
、

２１
世
紀
を
真
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
平
和
で
差
別
の
な
い
明
る
い

社
会
に
す
る
た
め
、
正
し
い
理

解
と
認
識
を
深
め
よ
う
と
「
山

城
人
権
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
２
ｉ

ｎ
京
田
辺
」
を
２
月
２
日
に
中

央
公
民
館
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
で
開
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
広
域
的
な
人
権
啓
発

を
進
め
よ
う
と
昨
年
８
月
結
成

し
た
同
協
議
会
が
初
め
て
行
っ

た
イ
ベ
ン
ト
。
人
権
パ
ネ
ル
の

展
示
や
「
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
題
し
た
大
阪
市
立
大
学
非
常

勤
講
師
の
谷
元
昭
信
さ
ん
の
講

演
な
ど
が
行
わ
れ
、
約
６
５
０

人
の
住
民
が
会
場
に
訪
れ
ま
し

た
。ま

た
、
新
聞
（
し
ん
も
ん
）

詠
み
河
内
音
頭
家
元
の
河
内
家

菊
水
丸
さ
ん
に
よ
る
人
権
ト
ー

ク
で
は
、
世
界
各
地
で
行
っ
た

河
内
音
頭
を
お
も
し
ろ
お
か
し

く
紹
介
。「
世
界
人
権
宣
言
音

頭
」
も
披
露
さ
れ
、
参
加
者
は

改
め
て
人
権
の
大
切
さ
を
実
感

し
て
い
ま
し
た
。

便
利
に
生
ま
れ
変
わ
る

駅
東
西
を
結
ぶ
自
由
通
路
も
オ
ー
プ
ン

差別ない明るい社会へ人
権
フ
ェ
ス
タ

市
は
、
す
べ
て
の
市
立
施
設

で
全
館
禁
煙
に
向
け
た
取
り
組

み
の
第
一
段
階
と
し
て
、
４
月

１
日
か
ら
市
役
所
庁
舎
と
消
防

庁
舎
で
分
煙
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
指
定
さ
れ
た
場
所

で
し
か
喫
煙
で
き
な
く
な
り
ま

す
。こ

れ
は
、
喫
煙
に
よ
る
健
康

へ
の
社
会
的
関
心
が
高
ま
る
な

か
、
自
ら
の
意
思
と
は
関
係
な

く
煙
を
吸
う
「
受
動
喫
煙
」
に

よ
る
非
喫
煙
者
の
健
康
へ
の
影

響
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
来
庁

者
の
み
な
さ
ん
や
市
職
員
の
健

康
確
保
・
快
適
な
職
場
環
境
を

作
ろ
う
と
行
う
も
の
で
す
。

市
役
所
庁
舎
と
消
防
庁
舎
で

は
喫
煙
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
同

コ
ー
ナ
ー
の
み
で
た
ば
こ
を
吸

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
管
財
防
災
課

（
�
６４
・
１
３
１
４
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

た
ば
こ
は
喫
煙
コ
ー
ナ
ー
で

４
月
か
ら
分
煙

市庁舎など

関西に春の訪れを告げる
奈良・東大寺二月堂「お
水取り」で、かご松明に
使う真竹を届ける「竹送
り」が2月11日、山城松明
講（松村茂講社長、15人）
のみなさんの手によって
行われました（＝写真）。
寄進する竹は午前8時に
普賢寺地区から根が付い

たまま掘り起こされ、大
御堂観音寺へ。同寺で道
中の安全祈願を受け、二
月堂に向け出発しました。
重さ約80�の真竹7本を
同講のメンバーらが肩に
担いだり、大八車などを
使って昔ながらの方法で
送り届けました。

春
を
呼
ぶ
竹
送
り

春
を
呼
ぶ
竹
送
り 

春
を
呼
ぶ
竹
送
り

春
を
呼
ぶ
竹
送
り 

春
を
呼
ぶ
竹
送
り 

大
八
車
な
ど
使
い
二
月
堂
へ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

京田辺駅

ま
た
、
同
工
事
に
伴
い
３
月

１０
日
�
午
前
の
列
車
が
運
休
す

る
予
定
で
す
。
く
わ
し
く
は
、

本
紙
４
面
に
関
連
記
事
を
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。問

合
せ
先
＝
Ｊ
Ｒ
西
日
本
大

阪
支
社
輸
送
課
（
�
０
６
・
６

６
２
７
・
８
２
３
２
）



 　
　
　
広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す
。 

　
　
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
４
階
広
報
広
聴
課 

　
　
　
　
　
（
�
６４
・
１
３
２
０
）
へ 

平成14年4月から国民年金の業務が変わります。
【第3号被保険者届け出先が配偶者の勤め先に】
京田辺市に提出されている第3号被保険者に関する届け出は、配偶者の勤め先が

窓口となります。なお、第1号被保険者の資格取得・喪失、種別・氏名・住所変更、
死亡の各届出は、今までどおり京田辺市で受け付けます。

【第3号被保険者の年金裁定請求に関する受付窓口が変わります】
現在、京田辺市で国民年金の年金請求を受け付けていますが、第3号被保険者期

間がある人は、社会保険事務所または社会保険事務局で受け付けすることになり
ます。なお、第1号被保険者期間のみの人は、今までどおり京田辺市で受け付けま
す。

【半額免除制度が新たに導入】
全額免除に加えて、所得が一定額以下の人で、申請により定額保険料の半額を

免除する「半額免除」制度が新たにスタートします。

【学生納付特例制度の対象範囲が拡大へ】
学生納付特例制度の対象となる範囲が拡大されます。新たに、夜間部・定時制

課程・通信制課程に在学する学生および生徒が対象に加えられました。
問合せ先＝▼京都南社会保険事務所（�075-643-3541）▼国保年金課（�63-1122）

京
都
弁
護
士
会
が

10
会
場
で
無
料
相
談

京
都
弁
護
士
会
は
、
南
部
法

律
相
談
セ
ン
タ
ー
の
開
設
１
周

年
を
記
念
し
て
一
斉
無
料
相
談

を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
３
月
９
日
�
午
後
１

時
〜
５
時

同
大
学
経
済
学
会
が

地
域
通
貨
の
シ
ン
ポ

同
志
社
大
学
経
済
学
会
は
、

エ
コ
マ
ネ
ー
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
３
月
９
日
�
午
後
１

時
〜
４
時
３０
分

場
所
・
内
容
＝
▼
同
志
社
大

学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
恵
道
館

２
０
１
番
教
室
・
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
ビ
デ
オ
上
映

▼
同
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
４
番
教

室
・
展
示

テ
ー
マ
＝
エ
コ
・
マ
ネ
ー
の

可
能
性
を
探
る
―
ふ
れ
あ
い
・

や
さ
し
さ
・
あ
り
が
と
う
―

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
＝
同
志

社
大
学
の
室
田
武
教
授

パ
ネ
リ
ス
ト
＝
▼
エ
コ
マ

ネ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
加
藤
敏

春
さ
ん
▼
宝
塚
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン

タ
ー
の
山
本
麗
子
さ
ん
▼
大
阪

大
学
の
コ
ー
リ
ン
・
マ
ッ
ケ
ン

ジ
ー
教
授
▼
同
志
社
大
学
の
郡

嶌
孝
教
授

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る

人
・
同
志
社
大
学
生
・
一
般
社

会
人参

加
方
法
＝
事
前
申
込
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ご
自
由
に
参
加
く

だ
さ
い

問
合
せ
先
＝
同
志
社
大
学
経

済
学
会
（
〒
６
０
２
・
８
５
８

０
京
都
市
上
京
区
烏
丸
今
出
川

東
入
ル
、
�
０
７
５
・
２
５

１
・
３
５
３
４
）

「
地
域
通
貨
」
ま
た
は
「
エ

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
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リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社 会 体 育  
協 　 　 会  

野 外 活 動  
セ ン タ ー  学 研 都 市  

図書館 

消防団 

福　祉 

国　保 年　金 

保　健 　税 相　談 統　計 

消　防 

e t c . 中　央 
公民館 

田　辺 
児童館 

中　央 
体育館 

耳より 
情　報 

文　化 
協　会 

募　集 
します 

国 保 年 金  と う ち く  
消 費 生 活  
メ 　 　 モ  

田 辺 公 園  
プ ー ル  

社 会 福 祉  
協 議 会  

社 会 体 育  
協 　 　 会  

水　道 国　際 
交　流 

オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会

日
時
＝
▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス
…

３
月
１７
日
�
午
前
９
時
３０
分
か

ら
▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス
…
３
月
２１

日
（
春
分
の
日
）
午
前
９
時
か

ら
場
所
＝
田
辺
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

参
加
資
格
＝
高
校
生
以
上
の

人
参
加
費
＝
▼
市
テ
ニ
ス
協
会

個
人
登
録
者
…
１
人
１
０
０
０

円
▼
一
般
…
１
人
１
３
０
０
円

定
員
＝
男
女
と
も
に
先
着
４８

組
し
め
き
り
＝
３
月
２
日
�
午

後
５
時
ま
で

申
込
方
法
＝
社
会
体
育
協
会

事
務
局
（
田
辺
中
央
体
育
館
内
）

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
参
加
費
を

添
え
て
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ

楽
し
い
人
形
劇
を

観
賞
し
ま
せ
ん
か

第
２３
回
Ｋ
ｙ
ｏ
ｔ
ｏ
演
劇

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
主
催
＝

府
・
同
実
行
委
員
会
な
ど
）
に
、

児
童
青
少
年
部
門
で
京
田
辺
市

の
「
人
形
劇
団
ぷ
く
ぷ
く
」
が
、

初
め
て
出
演
し
ま
す
。

Ｋ
ｙ
ｏ
ｔ
ｏ
演
劇
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
開
催
期
間
＝
２
月

１９
日
�
〜
３
月
１０
日
�

場
所
＝
府
民
ホ
ー
ル
ア
ル

テ
ィ
（
京
都
市
上
京
区
）

人
形
劇
団
ぷ
く
ぷ
く
の
出
演

日
時
＝
３
月
２
日
�
午
後
５
時

か
ら入

場
料
＝
▼
前
売
券
…
５
０

０
円
▼
当
日
券
…
６
０
０
円

問
合
せ
先
＝
人
形
劇
団
ぷ
く

ぷ
く
　
太
田
（
�
６８
・
２
２
１

４
）

史
跡
探
訪
し
ま
せ
ん
か

史
跡
探
訪
し
ま
せ
ん
か 

史
跡
探
訪
し
ま
せ
ん
か 

草
内
・
飯
岡
地
域
を
巡
り
ま
す

文
化
協
会
は
、
先
人
が
築
い

て
き
た
風
土
・
歴
史
・
文
化
と

自
然
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
郷

土
愛
を
培
う
こ
と
な
ど
を
目
的

に
、
第
２１
回
史
跡
探
訪
を
開
き

ま
す
。

日
時
＝
３
月
９
日
�
午
前
９

時
３０
分
〜
午
後
３
時
（
雨
天
決

行
）

集
合
場
所
＝
近
鉄
新
田
辺
駅

東
口集

合
時
間
＝
午
前
９
時
２０
分

探
訪
地
＝
草
内
・
飯
岡
方
面

コ
ー
ス
＝
近
鉄
新
田
辺
駅→

河
原
古
戦
場
跡→

法
泉
寺→

飯

岡
古
墳
群→

寿
宝
寺→

近
鉄
三

山
木
駅

講
師
＝
文
化
財
保
護
委
員
会

ゆ
ず
り
ま
す

�
冷
暖
房
ク
ー
ラ
ー
（
１２
畳

用
・
有
料
）
�
食
器
洗
乾
燥
機

（
５
〜
６
人
用
・
有
料
）
�
全

自
動
洗
た
く
機
（
４
・
３
�
）

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

�
子
ど
も
用
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
�
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

申
込
・
問
合
せ
先
＝
産
業
振

興
課
（
�
６４
・
１
３
６
０
）

小
型
船
舶
の
登
録
は

検
査
時
期
ま
で
に

「
小
型
船
舶
の
登
録
等
に
関

す
る
法
律
」
が
７
月
４
日
に
公

布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
総

ト
ン
数
２０
�
未
満
の
小
型
船
舶

を
登
録
す
る
こ
と
で
、
そ
の
所

有
権
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
現
在
所
有
船
舶
の
登
録
は
、

お
持
ち
の
船
舶
の
初
め
て
の
検

査
時
期
ま
で
に
行
っ
て
い
た
だ

厚
年
施
設
共
通
の
愛
称

「
ウ
ェ
ル
」
に
な
り
ま
す

京
都
厚
生
年
金
休
暇
セ
ン

タ
ー
な
ど
を
運
営
す
る
�
厚
生

年
金
事
業
振
興
団
は
、
従
来
に

増
し
て
親
し
ま
れ
る
施
設
に
な

ろ
う
と
正
式
名
称
と
は
別
に
共

通
の
愛
称
を
「
ウ
ェ
ル
」
に
統

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
日

日
時
＝
３
月
９
日
�
午
前
９

時
３０
分
〜
正
午

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館
・

リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社 会 体 育  
協 　 　 会  

野 外 活 動  
セ ン タ ー  学 研 都 市  

図書館 

消防団 

福　祉 

国　保 年　金 

保　健 　税 相　談 統　計 

消　防 

e t c . 中　央 
公民館 

田　辺 
児童館 

中　央 
体育館体育館 

耳より 
情　報 

文　化 
協　会 

募　集 
します 

国 保 年 金  と う ち く  
消 費 生 活  
メ 　 　 モ  

田 辺 公 園  
プ ー ル  

社 会 福 祉  
協 議 会  

水　道 

中　央 
体育館 

国　際 
交　流 

ゴルフクラブ 

新しいごみの分別区分 
※家電リサイクル法の対象になる「エアコン」「テレビ」「冷蔵庫」「洗濯機」
の4つは、家電製品を購入した小売店か買い替えする小売店などに引き渡
してください。 

燃やすごみ（週2回） 埋立ごみ（月2回） 粗大ごみ（月1回） 乾電池（偶数月の粗大ごみの日） 

空きビン（月1回） 

ペットボトル（月1回） 

紙パック（拠点回収） 

トレイ（拠点回収） 

空きカン（月1回） 

生ごみ・靴・皮革製品・草花・紙くずなど 

台所のごみ（できるだけ水を切ってください） 

紙コップ 
使い捨てカイロ 

革製品 

積み木 

おもちゃ（金属を含む） 

時計 

じゅうたん 

ストーブ 

クッション類 

マットレス 

ふとん 

スチール家具 

木製家具類 

蛍光灯 

鍋などの金属製品 

植木鉢 

バケツ 

カミソリ 
※紙などに包んで 
　出してください 

瀬戸物などの食器類 

生花・落ち葉 
小さな木製品 
（箱など） 

 

ボロ布・古着など 

〈袋・ラップ類〉 

〈チューブ類〉 

〈ボトル類〉 

プラスチック製容器包装 
菓子やパンなどの
袋、レジ袋、トレ
イのラップ、商品
を包んでいるビニー
ル袋・ラップなど 

わさび、はみが
きなどのプラス
チックチューブ 

マヨネーズ、食
用油、洗剤、
シャンプーなど

〈カップ類〉 
〈その他〉 

カップ麺の容
器、プリンな
どの容器 

ビデオテープ、
カセットテープ 

〈パック類〉 
卵のパック、バ
ター、豆腐など
のプラスチック
製容器 

植木鉢、陶磁器、ガラス、
化粧ビン、傘、蛍光灯、
小型家電製品、鍋、ヤカ
ンなどの小型金属類、発
泡スチロール、洗面器、
バケツ、歯ブラシ、コッ
プなど 

ふとん、掃除機、カーペッ
ト、自転車、家具などの
おおむね50�以上の大き
さのもの 

スチール・アルミ製のカン類 

乾電池（ボタン電池を除く） 

飲料用、食用品のビン類のみ 

ペットボトル 

飲料用紙パック 

食品用トレイ 

スプレー缶、カセットボン
ベは穴を開けてください。 

視
覚
障
害
者
の
人
に

料
理
教
室
開
き
ま
す

市
は
、
家
庭
生
活
訓
練
事
業

と
し
て
、
視
覚
障
害
者
の
人
を

対
象
に
料
理
教
室
を
開
き
ま

す
。新

し
い
メ
ニ
ュ
ー
に
挑
戦

し
、
楽
し
く
料
理
づ
く
り
を
し

ま
し
ょ
う
。
同
じ
障
害
を
持
っ

委
員
長
の
小
林
喜
代
司
さ
ん

参
加
費
＝
無
料
（
寿
宝
寺
の

参
拝
料
３
０
０
円
は
各
自
負
担

で
す
。）

持
ち
物
＝
弁
当
・
水
筒
・
タ

オ
ル
・
雨
具
・
交
通
費
な
ど

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
ま
た
、
事
前
申
し
込
み
は

い
り
ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
は
、
文
化
協
会
事

務
局
（
社
会
教
育
課
内
、
�

６４
・
１
３
９
３
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

田
辺
公
園
多
目
的
運
動
広
場

内
容
＝
卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な

ど
、
晴
れ
の
日
は
外
で
ペ
タ
ン

ク
な
ど
も
で
き
ま
す
。

参
加
料
＝
小
学
生
以
上
の
人

１
人
１
０
０
円
（
当
日
会
場
で

徴
収
し
ま
す
）

必
ず
室
内
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
田
辺
中
央
体
育

館
（
�
６２
・
１
５
０
１
）

や
ま
し
ろ
里
山
の
会
が

食
と
農
に
関
す
る
講
演

特
定
非
営
利
活
動
法
人
や
ま

し
ろ
里
山
の
会
は
、
講
演
会

コ
マ
ネ
ー
」
と
い
う
言
葉
を
ご

存
知
で
す
か
？
。
地
域
通
貨
は
、

限
ら
れ
た
地
域
内
で
物
や
サ
ー

ビ
ス
の
交
換
を
行
う
た
め
の
道

具
で
す
。

そ
ん
な
地
域
通
貨
を
、
京
田

辺
市
に
導
入
し
よ
う
と
す
る
試

み
が
、
同
志
社
大
学
経
済
学

部
・
郡
嶌
ゼ
ミ
の
学
生
を
中
心

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」「
ボ

ラ
ン
タ
リ
ー
な
活
動
」「
地
域

経
済
」
を
活
性
化
す
る
と
い
わ

れ
る
、
地
域
通
貨
の
京
田
辺
市

で
の
可
能
性
を
探
り
ま
す
。

（
後
援
＝
市
・
教
育
委
員
会
な

ど
）
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
３
月
２
日
�
午
後
１

時
か
ら

場
所
＝
商
工
会
館

テ
ー
マ
＝
「
食
の
安
全
・
農

の
再
生
」
と
里
山
の
価
値

講
師
＝
渡
辺
地
域
経
営
研
究

所
主
宰
の
渡
辺
信
夫
さ
ん

参
加
費
＝
無
料

定
員
＝
先
着
２
５
０
人

問
合
せ
先
＝
や
ま
し
ろ
里
山

の
会
　
湯
川
（
�
６２
・
１
８
３

８
）

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

い
。申

込
・
問
合
せ
先
＝
社
会
体

育
協
会
事
務
局
（
田
辺
中
央
体

育
館
内
、
�
６２
・
１
５
０
１
）

教
育
委
員
会
と
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー
は
、

お
互
い
が
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
豊
か
な

生
活
を
築
く
た
め
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
を

対
象
に
男
女
共
生
セ
ミ
ナ
ー(

ふ
れ
あ
い
セ
ミ

ナ
ー
公
開
講

座
）
を
開
き
ま

す
。日

時
＝
３
月

６
日
�
午
前
１０
時
３０
分
〜
正
午

場
所
＝
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ
＝
「
ノ
ン
・
パ
ラ
サ
イ
ト
（
他
人

に
寄
生
を
し
な
い
）
と
い
う
生
き
方
」
〜

衣
・
食
・
住
・
結
婚
・
家
族
と
の
関
係
〜

講
師
＝
朝
日
新
聞
社
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
副
編
集
長

の
長
友
佐
波
子
さ
ん

定
員
＝
１
０
０
人

セ
ミ
ナ
ー

開
催
中
、
保
育

を
行
い
ま
す
。

希
望
す
る
人
は

事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
社
会
教
育
課
（
�

６４
・
１
３
９
３
）
▼
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー

（
�
６３
・
７
９
５
５
）

豊
か
な
生
活
を
築
く
た
め

男
女
共
生
セ
ミ
ナ
ー

男
女
共
生
セ
ミ
ナ
ー 

男
女
共
生
セ
ミ
ナ
ー 

広 報 　 き ょ う た な べ ＜ 2 ＞

なやみごと（人権・行政）相談 なやみごと（人権・行政）相談 

時と場所 

毎月 第２水曜日（市役所会議室） 
 第４水曜日（北部住民センター）

いずれも午後１時３０分～４時 
祝日の場合はありません 

？ 

？ 

？
 

相談は無料で、秘密は固く守ります。 
　お気軽にお越し下さい。 

出
張
申
告 

◆宇治税務署による納税相談 

※出張申告の受付は午後３時までですが、混雑状況により早まることもありま
すので、お早めにお越しください。 

※正午から午後１時までは休憩時間です。 

相 談 の 種 類  日 時  場所 

確定申告全般 
　（譲渡所得は除く） 

確定申告全般 
　（譲渡所得は除く） 

確定申告全般 
　（譲渡所得は除く） 

確定申告全般 
　（譲渡所得は除く） 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル 

2月25日� 
午前10時～午後4時 

2月28日� 
午前10時～午後4時 

2月26日� 
午前10時～午後4時 

2月27日� 
午前10時～午後4時 

不動産・事業所得などは税務署へ

平
成
１３
年
度
分
の
所
得
税
の

確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

市
役
所
と
税
務
署
と
で
は
、

申
告
受
付
の
内
容
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

相
談
受
付
期
間
＝
２
月
１８
日

�
〜
３
月
１５
日
	
。
た
だ
し
、

土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
正

午
と
午
後
１
時
〜
４
時

受
付
場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル

市
役
所
で
受
付
で
き
る
確
定

申
告
の
内
容
＝
▼
給
与
所
得
者

で
中
途
退
職
さ
れ
た
人
▼
パ
ー

ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
年
末
調
整

の
済
ん
で
い
な
い
人
▼
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
以
外
の
控
除

を
受
け
ら
れ
る
人
▼
公
的
年
金

の
み
の
人
▼
給
与
と
年
金
両
方

の
所
得
の
あ
る
人
▼
給
与
を
２

か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る
人

市
役
所
申
告
会
場
で
は
、
青

色
申
告
の
人
、
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
を
受
け
ら
れ
る
人
、

譲
渡
所
得
・
不
動
産
所
得
・
事

業
所
得
（
営
業
な
ど
）
の
あ
る

人
の
申
告
お
よ
び
過
年
分
（
平

成
１２
年
分
以
前
）
の
申
告
は
取

宇
治
税
務
署
は
、
平
成
１３
年

分
の
確
定
申
告
に
関
す
る
出
張

納
税
相
談
を
開
き
ま
す
。

申
告
書
の
提
出
は
、
郵
送
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
宇
治

税
務
署
（
〒
６
１
１
・
０
０
３

３
宇
治
市
大
久
保
町
井
ノ
尻
６０

固
定
資
産
課
税
台
帳

縦
覧
は
３
月
か
ら

市
内
に
固
定
資
産
を
所
有
さ

れ
て
い
る
人
の
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
は
、
平

成
１４
年
度
固
定
資
産
課
税
の
算

出
の
基
に
な
る
も
の
で
す
。
平

成
１３
年
中
に
固
定
資
産
の
所
有

権
移
転
お
よ
び
地
目
変
更
を
さ

れ
た
所
有
者
は
、
こ
の
機
会
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
＝
３
月
１
日
	
〜
２０
日

�
（
た
だ
し
、
１０
日
�
以
外
の

土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
）

時
間
＝
午
前
８
時
３０
分
〜
正

午
と
午
後
１
時
〜
５
時

場
所
＝
税
務
課

縦
覧
に
必
要
な
も
の
＝
▼
印

鑑
▼
本
人
で
あ
る
こ
と
が
証
明

で
き
る
も
の
（
代
理
人
の
場
合

は
委
任
状
が
必
要
で
す
）

く
わ
し
く
は
、
税
務
課
（
�

６４
・
１
３
１
６
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
等
住
宅

用
地
の
認
定
手
続
き
を

土
地
に
対
し
て
の
固
定
資
産

税
は
、
小
規
模
住
宅
用
地
な
ど

の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

次
の
事
項
に
該
当
す
る
人

は
、
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

�
平
成
１３
年
中
に
住
宅
を
新

築
さ
れ
た
人

�
平
成
１３
年
中
に
既
存
の
店

舗
な
ど
か
ら
住
宅
に
改
築
さ
れ

た
人く

わ
し
く
は
、
税
務
課
（
�

６４
・
１
３
１
６
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

変わります 国民年金 変わります 国民年金 
窓口変更や半額免除制度の導入など

の
３
）
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
な
ど
＝
下
表
の
と

お
り

問
合
せ
先
＝
宇
治
税
務
署

（
�
４４
・
４
１
４
１
）

確 定 申 告

ご
み
の
分
別
方
法
を
変
更 

ご
み
の
分
別
方
法
を
変
更 

ラ
ッ
プ
な
ど
は
燃
や
す
ご
み
に

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
甘
南
備

園
は
、
４
月
１
日
か
ら
今
ま
で

『
埋
立
ご
み
』
で
収
集
し
て
い

た
レ
ジ
袋
や
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
な
ど

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

を
、『
燃
や
す
ご
み
』
に
変
更

し
ま
す
。

こ
れ
は
、
平
成
１２
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
対
策
工
事
が
本
年
３
月
に
完

成
す
る
こ
と
に
伴
い
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
の
排
出
濃
度
を
目
標

値
以
下
で
焼
却
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
を
燃
や
す
ご
み
と
し
て
同
時

に
投
入
し
、
ご
み
質
の
均
一
化

と
ご
み
の
高
温
で
の
安
定
燃
焼

を
図
り
ま
す
。

主
な
ご
み
の
分
別
方
法
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

問
合
せ
先
＝
清
掃
衛
生
事
業

室
（
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
甘
南

備
園
内
、
�
６２
・
４
３
２
８
）

り
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
。
直
接
、

宇
治
税
務
署
ま
た
は
出
張
納
税

相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
譲
渡
所
得
の
あ
る
申
告

の
み
は
、
出
張
申
告
で
は
取
り

扱
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
税
務
署

で
直
接
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
役
所
で
判
断
で
き

な
い
事
由
が
生
じ
た
時
、
受
け

付
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

願
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
税
務
課
（
�

６４
・
１
３
１
７
）

受付内容が異なります 受付内容が異なります 

もう 
いらなく 
なったよ 

ゆずって 
ほしいな 

おおむね60歳以上の 
健康で働く意欲のある方 
入会をお待ちしております 
申し込み・お問い合わせは、電話でＯＫ！ 

京田辺市田辺沓脱14番地 
（旧商工会館）TEL65-4020

�京田辺市シルバー人材センター 

寒
さ
か
ら 

　
水
道
管
を 

　
　
守
り
ま
し
ょ
う 

寒
さ
か
ら

寒
さ
か
ら 

　
水
道
管
を

　
水
道
管
を 

　
　
守
り
ま
し
ょ
う

　
　
守
り
ま
し
ょ
う 

寒
さ
か
ら 

　
水
道
管
を 

　
　
守
り
ま
し
ょ
う 

て
い
る
人
と
の
交
流
に
も
な
る

で
し
ょ
う
。

日
時
＝
２
月
２８
日


午
前
１０

時
〜
午
後
１
時

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
視

覚
に
障
害
の
あ
る
人

参
加
費
＝
無
料

し
め
き
り
＝
２
月
２２
日
	

申
込
・
問
合
せ
先
＝
府
視
覚

障
害
者
協
会
京
田
辺
支
部
長

岡
井
（
�
６５
・
３
０
４
５
）

場
所
＝
南
部
法
律
相
談
セ
ン

タ
ー
京
田
辺
相
談
所
・
同
木
津

相
談
所
な
ど
南
山
城
地
域
の
１０

会
場申

込
方
法
＝
京
都
弁
護
士
会

へ
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。相

談
件
数
＝
１
会
場
に
つ

き
、
先
着
５
〜
６
件

受
付
期
間
＝
２
月
２６
日
�
〜

３
月
８
日
	

申
込
・
問
合
せ
先
＝
京
都
弁

護
士
会
（
�
０
７
５
・
２
３

１
・
２
３
７
８
）

き
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
日
本
小
型
船
舶

検
査
機
構
大
津
支
部
（
�
０
７

７
・
５
２
５
・
２
６
８
７
）

一
し
、
４
月
１
日
か
ら
使
用
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
京
都
厚
生

年
金
休
暇
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
は

「
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
京
都
」
に

な
り
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
京
都
厚
生
年
金

休
暇
セ
ン
タ
ー
（
�
６２
・
３
５

０
０
）

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

４
月
１
日
か
ら
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春
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
向
け
学

研
都
市
線
の
輸
送
改
善
工
事
を

行
っ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、

３
月
１０
日
�
に
一
部
の
列
車
を

運
転
休
止
し
設
備
改
良
工
事
を

行
い
ま
す
。

当
日
は
学
研
都
市
線
の
一
部

区
間
で
お
お
む
ね
午
前
中
の
列

車
運
転
を
取
り
止
め
、
バ
ス
に

よ
る
代
行
輸
送
を
行
い
ま
す
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

運
休
日
＝
３
月
１０
日
�

運
休
区
間
＝
松
井
山
手
駅
〜

同
志
社
前
駅

運
休
と
な
る
列
車
＝
▼
学
研

都
市
線
（
松
井
山
手
駅
〜
同
志

社
前
駅
）
…
【
下
り
京
橋
方
面
】

同
志
社
前
駅
発
（
５：

４９
（
始

発
）
〜
１０：

５６
）
の
２１
本
【
上

り
木
津
方
面
】
松
井
山
手
駅
発

市は、｢市民記念植樹祭｣の参加者を募
集します。
日時＝4月29日（みどりの日）午前10

時から
場所＝田辺公園（仮称）花見山
定員＝14組（定員を越えた場合、公開

抽選で参加者を決めます）
参加対象＝平成13年度で慶事（結婚・

金婚・転入など）のある人（平成14年4
月に入園・入学の人は翌年の対象です）
参加料＝3000円
申込方法＝都市整備課に備え付けの申

込用紙に必要事項を書いて、同課へ申し
込んでください。
受付期間＝3月1日	～20日�（土・日

曜日を除きます）
申込・問合せ先＝都市整備課（�64・

1346）

市
は
、
一
休
さ
ん
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

あ
し
ら
っ
た
地
名
表
示
プ
レ
ー
ト
を
、
市
内
９３
か
所
に

あ
る
広
報
掲
示
板
に
設
置
し
ま
し
た
。

ア
ル
ミ
板
で
外
面
を
補
強
さ
れ
た
硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
プ
レ
ー
ト
は
、
縦
５
�
横
４０
�
の
大
き
さ
。
一

休
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
が
「
こ
こ
は
、
京
田
辺
市
●
●
で

す
」
と
地
名
、
地
番
を
案
内
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。市

は
、
こ
れ
ま
で
に
市
議
会
な
ど
で
設
置
要
望
が
あ

り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
や
市
内
に
来
ら
れ
た
方
の
利
便

性
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
市
内
の
主
要
な
場
所

に
設
け
て
い
る
、
広
報
掲
示
板
の
左
上
に
表
示
し
て
い

ま
す
。

事
業
費
は
、
約
３０
万
円
。

問
合
せ
先
＝
管
財
防
災
課
（
�
６４
・
１
３
１
４
）

市内の主婦のグループ「ひまわりの
会」は、1月23日、寒風が吹く中、薪地
区内の手原川の堤防の空き缶拾いなど
の清掃活動を行いました。
同会は、薪地区の青葉台や茶屋前の

主婦約20人で作るグループ。
これまで、堤防の草刈り作業などを

定期的に取り組んでおられ、通行車輌
が多いこの堤防は、車輌から空き缶な
どのポイ捨てがあとを絶たず、犬のフ
ン害もひどいことから行われたもの。
この日は、山手幹線から薪小学校ま

での約500�の間、堤防に捨てられた空
き缶や放置された犬のフンなどを各自
ナイロン袋を持って回収しました。
この会の代表の村上二三子さんは、

運転を一部休止 

（
６：

００
（
始
発
）
〜
１０：

５５
）

の
２０
本
▼
大
和
路
線
（
奈
良
駅

〜
木
津
駅
）
…
【
上
り
木
津
方

面
】
奈
良
駅
発
（
６：

３６
）
の

１
本バ

ス
に
よ
る
代
行
輸
送
＝
学

研
都
市
線
（
松
井
山
手
駅
〜
同

志
社
前
駅
）
は
、
運
休
と
な
る

列
車
本
数
と
同
じ
本
数
だ
け
バ

ス
を
走
ら
せ
代
行
輸
送
を
行
い

ま
す
。
停
車
場
所
は
松
井
山
手

駅
・
大
住
駅
・
京
田
辺
駅
・
同

志
社
前
駅
で
所
要
時
間
は
お
よ

そ
３０
分
。
各
駅
の
バ
ス
乗
降
場

は
、
各
駅
既
存
の
バ
ス
停
留
所

付
近
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本

大
阪
支
社
輸
送
課
（
�
０６
・
６

６
２
７
・
８
２
３
２
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

火
災
原
因
、た
ば
こ
の
不
始
末
な
ど

平
成
１３
年
中
の
京
田
辺
市
消

防
署
の
出
動
概
要
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。

京
田
辺
市
消
防
署
（
井
手

町
・
宇
治
田
原
町
を
含
む
）
管

内
の
平
成
１３
年
１
月
１
日
か
ら

１２
月
３１
日
ま
で
の
出
動
件
数

は
、
火
災
は
２７
件
、
救
急
は
２

６
８
８
件
、
救
助
は
３５
件
で
、

そ
の
他
の
緊
急
出
動
は
１
３
６

件
で
し
た
。

ま
た
、
１
１
９
番
を
受
信
し

た
回
数
は
火
災
・
救
急
・
救
助

や
問
い
合
わ
せ
を
含
め
て
７
４

１
４
回
で
し
た
。

火
災
の
発
生
件
数
は
、
京
田

辺
市
が
１３
件
（
前
年
比
６
件

減
）、
井
手
町
９
件
（
同
５
件

増
）、
宇
治
田
原
町
５
件
（
同

１
件
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

原
因
別
で
は
、
た
ば
こ
が
４

件
、
ラ
イ
タ
ー
が
４
件
と
、
最

も
多
く
火
災
が
発
生
し
て
い
ま

す
。火

災
に
よ
る
死
者
は
２
人
、

負
傷
者
は
２
人
、
火
災
損
害
は

４
億
７
２
７
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

救
急
に
よ
る
搬
送
人
員
は
２

６
４
０
人
で
、
１
日
平
均
７
・

４
件
の
出
動
と
な
り
、
前
年
と

比
べ
て
９４
件
（
同
３
・
６

）、

搬
送
人
員
で
も
９８
人
（
同
３
・

８

）
増
加
し
ま
し
た
。

出
動
件
数
を
市
町
別
で
み
る

と
、
京
田
辺
市
１
９
０
０
件

（
同
４０
件
増
）、
井
手
町
３
９
８

件
（
同
５４
件
増
）、
宇
治
田
原

町
３
８
２
件
（
同
１４
件
増
）
そ

し
て
、
管
外
８
件
（
同
１４
件
減
）

で
し
た
。

救
助
は
３５
件
で
、
前
年
に
比

べ
１０
件
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
。事

故
種
別
で
み
る
と
、
交
通

事
故
が
２５
件
で
全
体
の
７１

を

占
め
、
市
町
別
で
み
る
と
京
田

辺
市
は
２３
件
、
井
手
町
で
は
２

件
、
宇
治
田
原
町
で
は
７
件
、

管
外
が
３
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。く

わ
し
く
は
、
予
防
課
（
�

６３
・
７
８
２
６
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○火災の概要 
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京田辺市 種別 区分 

3

宇治田原町 井手町 

出火件数 
（件） 

損害額 
（千円） 

※損害額につい
て、調査中の
建物は計上し
ていません 

負傷者 2

1死者 

小損 

計 4

2

半損 

2

1

4

1

2

1

8
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3

3

部分焼 

2

ぼや 
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半焼 

 全焼 3
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31計 
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1
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死傷者数 
（人） 

2

宇治田原町 井手町 

焼損棟数 
（棟） 

り災程度 
（世帯） 

市内93か所に地名表示プレート 市内93か所に地名表示プレート 
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128

25

22

23
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74
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56

205
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53

1

72
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2

2

274

4

248

305

24

38

31

水難 

398 382

管外 

1900

火災 

区分 

交通事故 

宇治田原町 

労働災害 

京田辺市 井手町 

一般負傷 

急病 

転院搬送 

その他 

加害 

総計 

運動競技 

自損行為 

救急の概要（出動件数） 

「自分たちが住んでいる地域だけでもきれいにし
たいと思って活動をしています。犬のフンの後始
末など一人ひとりが自覚を持ちマナーを守ってほ
しい」と話されていました。

Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線 バスによる代行輸送します

3月10日

京
田
辺
の
救
急
出
動
、
前
年
よ
り
４０
件
増

消防統計
まとまる

一休さんが「ここは京田辺市○○です」と案内

主婦のグループが犬のフン拾い

受付は3月1日～20日

広報掲示板に付けられた地名表示プレート（興戸犬伏）

手
原
川
の
堤
防
の
清
掃
活
動
を
す
る
「
ひ
ま
わ
り
」
の
み
な
さ
ん

一
斉
放
水
す
る
消
防
職
員
ら
（
一
休
寺
本
堂
前
）

１
月
２６
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー
で
す
。

５３
年
前
の
こ
の
日
、
法
隆
寺
の
金
堂
が
炎
上
し
、
貴
重
な
壁
画

が
焼
失
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
文
化
財
の
焼
損
が
相
次
い
だ
こ
と

か
ら
昭
和
３０
年
１
月
２６
日
を
文
化
財
防
火
デ
ー
と
定
め
、
毎
年
こ

の
日
を
中
心
に
文
化
財
の
防
火
訓
練
な
ど
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

消
防
署
は
、
文
化
財
の
防
火
に
努
め
よ
う
と
、
１
月
２７
日
に
酬

恩
庵
一
休
寺
で
地
元
の
消
防
団
員
・
消
防
職
員
ら
約
５０
人
・
消
防

車
７
台
が
参
加
し
て
消
防
訓
練
を
実
施
。

午
前
１０
時
、
本
堂
か
ら
出
火
し
、
南
側
の
山
林
へ
延
焼
の
危
険

が
あ
り
と
の
想
定
で
訓
練
開
始
。
文
化
財
の
搬
出
訓
練
や
一
斉
放

水
な
ど
行
い
、
万
一
の
火
災
発
生
に
備
え
ま
し
た
。

文
化
財
防
火
デ
ー

一
休
寺
で
消
防
訓
練

市民植樹祭に参加を


